
“Field-ing for REALITY”
「街路樹点検の実施促進のためのガイドライン」（令和8年3月策定）に沿う初期点検のご支援

・街路樹⽼⽊化や異常気象頻発化で倒⽊等による事故多発。
・平成30年〜令和4年には年間平均で約5,200本の倒⽊、令和3年4⽉〜令和
6年11⽉に801件の事故発生（国⼟交通省調べ）。
・街路樹の更新需要の増加、植栽空間の狭小化等、街路樹を取り巻く都市環
境が大きく変化 ⇒ 道路利⽤者等の安全確保が必須。
・R7道路法改正⇒道路の脱炭素化の推進で環境負荷低減への配慮。
・R6「都市における緑地の保全及び緑化の推進に関する基本的な方針」
⇒緑地確保の推進の⼀つとして道路空間の緑化を推進。
・これらを踏まえて、街路樹の管理の効率化･重点化を図り、点検対象に優
先順位を付けた点検を⾏うため、点検･診断の効率化･重点化の考え方を示す
ために新たに策定。（令和8年3⽉）

新ガイドライン策定の背景

【倒木の危険度や社会的影響から点検の優先度を３段階に区分】

リスクＡ︓過去5年間に倒⽊・落枝の発生路線や、緊急輸送道路と通学
路にある全樹種対象で、概ね年1回の定期巡回を実施。
リスクＢ︓概ね樹齢40年以上のサクラやケヤキ、人通りが多い駅や商
店街などの周辺にある樹⽊対象で、数年に１回程度の点検を実施
リスクＣ︓その他すべてで、⾞上からの巡視等で異変の有無を確認

新ガイドラインで定められた点検作業のポイント

新ガイドラインに基づく点検の流れ

独自策定の大阪市（左図）や
東京都（右図）の赤枠部分は
概ね新ガイドラインの第1ステップに
該当しています。

弊社は、近年、国土強靭化･⽼朽化対策に資する各種の点検業務（道路防災･ため
池･河川巡視･道路反射鏡等々）の現場実務を多数ご支援しています。
また、過去には街路樹や植樹帯に関する現地調査、カルテ作成などの業務経験もあり、
新ガイドラインに基づく第1ステップの支援が可能です。
（樹⽊医や樹⽊診断⼠の協⼒が必要な第2ステップ以降についても、外部協⼒含めたご
対応を相談させていただきます）

【参考】先行自治体の点検マニュアルの例


